
学校自己点検・自己評価 

１ 目的 

 教育活動その他の学校運営の状況について評価を行い、その結果に基づき学校運営の改

善を図るとともに、社会のニーズを踏まえ質の高い看護教育を保障することに努める。 

２ 方法 

全職員が学校自己点検・自己評価を実施したのは今年で２年目になる。個人で点検・評

価項目に沿って評価した結果を学校自己点検・自己評価委員会で確認し、次年度の学校運

営方針につなげた。昨年度の結果から、社会情勢に即して、項目「職員のﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽ」、

「防災」を追加した。 

学校の教育活動その他の学校運営に関する取り組みを点検・評価したので以下に示す。 

３ 結果 

（１）学校自己点検・自己評価表の大項目に沿った評価 

評価基準：４できている、３ややできている、２ややできていない、１できていない 

大 項 目 
評価平均点 

令和元年度 令和２年度 

教育理念・教育目的・教育目標 3.6 3.6  

学校運営 3.4 3.4  

教育活動 3.5 3.4 ↓ 

入学 3.6 3.6  

学生支援 3.6 3.5 ↓ 

就職・進学・卒業 3.5 3.6 ↑ 

地域社会への貢献 3.4 2.8 ↓ 

国際的な視野 2.9 2.9  

財務 3.2 3.3 ↑ 

職員のﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽ ― 3.2  

防災 ― 3.4  

学校評価 3.4 3.4  

（２）分析 

本年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のための遠隔授業の実施などの影響か、

昨年度に比して「教育活動」や「学生支援」の評価点が 0.1 点低い。しかし、コロナ禍で

感染対策を講じて授業内容や方法の工夫を凝らし教育活動を滞りなく修了できた。それは、

常に地域の感染状況を把握し、実習場との連携や遠隔授業、ICT 教育をすみやかに導入活

用できた結果である。電子教科書の導入も学生の学びの幅が広がり、学習効果に繋がった

のではないかと認識している。 

評価点の低い項目は、「地域社会への貢献」と「国際交流」である。コロナ禍での生活で

あったため、学生は対面での人との交流を控え、行動を自粛せざるを得ない状況であった

ことが影響したと考えられる。また、地域からのボランティア要請などもなかった。 

しかし、新型コロナウイルスの感染から医療従事者を守ろうと自治会が中心となってフ

ェースシールドを手作りし、管内にある感染症指定医療機関１か所に贈る活動を行った。

この活動は、海外青年協力隊に参加経験を持ち、寄贈した病院に元勤務していた卒業生の

呼びかけに始まり、１年生と２年生の約 120 人が参加して作成したものであった。数回の
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活動ではあったが、卒業生を通して身近な人の国際的な活躍が学生を刺激し、視野を広め

ていたのではないかと思われる。 

「財務」においては、職員への財務状況の可視化を図るため、身近な家計に例えて令和

２年度会計予算の収入と支出の内訳を示し、後の会議に令和３年度歳出予算を提示し、節

電を呼び掛けた。「3.2」→「3.3」と、予算有効活用のためにも職員の意識に働きかけた効

果であると思われる。 

 

 

（３）評価 

 項  目 結果と今後の課題 

教育理念 

教育目的 

教育目標 

・教育理念、教育目

的、教育目標の設定、

達成 

教育理念や教育目的などは、常に確認できるよう

にデジタル化した学生便覧等で示し、教育活動の指

針とした。第５次カリキュラム改正に向けて、理念や

目的、目標の見直しや教員の共通理解に努めた。 

学校運営 ・組合組織 

・学校組織 

・学校会議等 

・教員適正配置 

 

本年度は定例に予算等、運営委員会を経て組合議

会へ議案を上程した。 

年度の学校運営方針を掲げ、目標に沿って学校運

営を行った。学校組織は、必要人数の確保ができ、新

しい両課長のリーダーシップが職員各自の目標を達

成させ、組織力を高めた。今後継続する教員の退職を

見込んで、採用募集を計画的に実施する。 

コロナ禍での学校運営を遂行するため、感染対策

班を立ち上げ、地域の感染状況を鑑みながら本校の

活動指針を決定した。体調を壊す学生や職員はいた

ものの、一人の感染者もなく、学校運営ができた。 

教育活動 ・教育課程 

・学籍管理 

・単位認定 

・図書室の整備と管理 

・授業構築 

・教材管理 

・授業方法の工夫、研究 

・教員の研究、成果の 

発表 

・実習施設の要件 

・実習場の実習指導

体制 

・実習指導者との連携 

教育理念・教育目的・教育目標に沿って教育課程を

計画し、コロナ禍の中ではあったが各学年必要な単

位数の履修を終えた。本年度から導入した電子教科

書（1 学年のみ）や学習支援ソフトを活用し、学生の

意志ある学びの実現に向けて授業の創意工夫に努め

た。コロナ禍での授業は、感染対策を講じ、遠隔授業

と対面授業を使い分けした。行事の一部は中止した

が、宣誓式やカリヨン祭、卒業式などは ICT を有効

活用し、従来とは方法を変えて効果的に実施できた。 

図書室は、利便性を高めるため開閉時間について

学生調査を行い、有効活用に繋げた。 

コロナ禍で多くの学会など中止になり、教員は参

加の機会を失っていたが、ICT を活用し、遠隔にて外

部講師を招聘し研修会を実施し研鑽に努めた。 

実習については、学生、教員共に自己の体調や行動

管理を行い、医療現場における感染防止に努めた。臨

地実習は、実習先との調整を重ね、一部実習方法を変



更しながら履修できた。 

カリキュラム改正に向けて教員全員で協議し質の

高い教育を目指している。科目の抽出と内容、シーケ

ンスの合意形成ができた。また、新カリキュラムを見

込んで実習時間を有効活用できるよう学則変更し、

運用を開始した。新たな実習施設も確保した。 

実習指導者とは、合同研修を行い、共通認識を得

て、学生指導に生かすことができた。今後も継続的な

実習指導体制の充実を図る。 

入学 ・入学に関すること 

 

18 歳人口の減少とともにコロナ禍での受験であっ

たため、一般入試では中東遠地域以外の応募者数が

減少したが、辞退者は例年に比し少なく定員数の学

生を確保できた。 

学生支援 ・学習環境及び学習

支援 

・生活の支援 

・国家試験合格支援 

コロナ禍で入学式は中止、入学説明会やガイダン

スは時間短縮という状況から始業になった。長期に

及ぶ新型コロナウイルス感染症の影響で学生の経済

支援である奨学金などは必要な学生には個人的に説

明の機会を設け、可能な範囲で経済的不安を払拭し

学生の目標の支援に繋げた。 

ICT の導入により、学生個人の自宅の通信環境に

大きな弊害はなく遠隔授業を早期から充実させるこ

とができたため、学生は必要な学習を履修した。ま

た、チューター教員は ICT を活用して個人面接を行

い遠隔授業における学生の不安を払拭した。 

国家試験対策を講じ、学習が不足している学生に

対しては意識を学習に集中させるため、学習場所や

時間を大切に根気強く支援した。また、学生の学習支

援ばかりではなく、常に学生の精神面での安定も意

識して関わっていた。その結果、全員合格できた。 

 昨年度から継続して教室の椅子を軽量タイプに変

更している。本年度も予算を鑑みながら実施した。 

就業 

進学 

卒業 

・進路決定 

・卒業生の把握 

管内病院の採用状況の変化から就職ガイダンスや

インターンシップへの参加の推奨、キャリア形成科

目の充実に努め、助産学科への進学者を含め、全員自

分の進路を決定できた。管内 5 病院の就職率は 80％

弱であった。 

卒業生については、日本看護協会の認定看護師の

資格を取得したり、管理職や指導者になって後輩の

育成に努めたり、海外で活動したりと活躍している。

現在までに 1,742人排出できた。 

今後、卒業生との交流を深め、中東遠地域の看護の

質の向上を目指す。 



地域社会

への貢献 

・地域との連携と社

会への情報発信 

・近隣関連施設との

連携 

コロナ禍での地域のイベントは開催中止となり、

ボランティア活動はできなかった。一部の実習病院

へはフェースシールドを作成し寄贈し、カリヨン祭

では献血事業の協力を行い、地域貢献に繋がった。今

後はコロナ禍でも工夫して地域交流の機会を設け、

学生の成長につなげたい。 

県看護教員継続研修の運営委員となり、静岡県の

看護教育の質の向上に貢献した。 

国際的な

視野 

・国際的な視野の拡

大 

海外青年協力隊に参加経験のある卒業生の誘いで

フェースシールドを病院へ寄贈した際、参加した学

生は、卒業生の情報を得て、国際的な知見を広められ

る機会を得た。 

財務 予算額の執行 定期監査にて報告した。職員には予算の内容を家庭

事情に例え、次年度予算の内訳を説明し、校内の節電

事業に取組協力を得た。 

職員の

WLB 

健康管理 

仕事と生活 

毎日健康チェックを行い体調管理に努め、コロナ

感染を回避した。 

5 日以上の年休の取得、コロナ禍での時差出勤や在

宅勤務などを活用し、仕事と生活の調和に心掛けた。  

教員研修を土曜日に計画したため十分な休息を確

保できなかった。今後は極力回避する 

防災 災害への備え 本年度は、新型コロナウイルス感染症に翻弄され

た一年であったが、学生や職員一人ひとりの感染対

策に対する意識を持った行動に努めた結果、感染者

や濃厚接触者は発生しなかった。学生や職員が自分

の身を守る行動を継続していくよう地域の情報を得

て、速やかに活動指針を示していきたい。また、感染

対策に備え、センサー型の水道蛇口や非接触性の体

温測定の設置し活用した。   

他の自然災害に対しては、十分な訓練はできなか

ったが、ICTの導入から、学生への連絡や教員間の報

告・連絡はメールを介して速やかに確実に実施する

ことができた。今後も訓練を繰り返し、被害を最小限

に抑えていく。 

学校の 

評価 

自己点検・自己評価 項目に沿って職員全員が点検・評価を実施したが、担

当外のところの評価の困難さが課題になった。評価

方法の再考が必要である。 

 


